
　セイコーグループ㈱による6月10日
「時の記念日」にちなんだ、生活者の時
間についての意識や実態を探る「セイ
コー時間白書」が今年も発表された。
　「人それぞれの豊かな時、自分らしい
時間の過ごし方を願う」セイコーの理
念に基づき、2025年問題が到来した
今回は「長寿化による人生100年時代
における時間の多様性」、浸透著しい
「タイムパフォーマンス（タイパ）とAI活
用」について探った。

　人生100年時代、老後が長くなった
と言われるが、老後についてどんな意
識を持っているのか？ 15歳～69歳の
男女1,200人を対象に、人生100年時
代における時間感覚について聞き、年
代別の傾向を探った。
　まず、老後に向けた意識や行動につ
いて聞くと、10代（75 .0%）・20代
（63.0%）では「特に考えたことはない」
が最も多く、40代になると「具体的な
行動はしていないが考え始めている」
（41.0%）が4割、50代では「準備を始
めている」（19.5%）が約2割と増えてい

る。「既に準備を完了している」は
60代で10.0%と高くなるが、それ
でも10人に1人。人生100年時
代、40代になると老後を意識し、
50代で準備を始めるものの、60
代で準備完了とまではいかない
ようだ。
　逆に将来に対する意識を聞く
と、「以前より将来について楽観
的になった」と思う人は全体の4

割（42.2%）だった。年代別に見ると、
10代の58.5%が最も高く、20代は5割
程度あるものの下がり始め、50代では
30.0%にまで低下。しかし、60代にな
ると44.0%と復調し、20代と同程度ま
で楽観的に感じる人が増えている。50
代までは将来を悲観することが多いも
のの、60代になると、「なんとかなるさ、
大丈夫！」と思えているようだ。

　タイムパフォーマンス（タイパ）が時
間の使い方の選択基準となり、日常生
活でのAI（人工知能）活用も増えてい
る。効率化につながるタイパとAI、加速
することで時間の価値がどう変化する
のか、まずタイパ意識について聞くと、
60.4%が「タイパを意識して行動してい
る」と答え、「タイパを重視する考え方は
社会に定着」と答えた人も62.1%とど
ちらも60%を超え、2024年の調査結
果（意識して行動58.0%、社会に定着
60.5%）から微増傾向を示している。
年代別で見ると、どちらも10代（行動
69.5%、定着70.5%）が高くなってい
る。また、「何事もタイパを高め、時間効

率を優先して
生活したい」と
答えた人は全
体で54.3%だ
が 、1 0 代 は
64.5%と最も

高くなっている。
　次にAIの活用について、「AI機能を
使って時間効率を高めている」と答え
たのは全体の30.3%、「時間効率を高
めるためにChatGPTを使ったことがあ
る」は31.1%で、いずれも前年の調査
結果（AI機能22 . 2%、Cha tGPT
22.4%）より約8ポイント程度増加して
いる。また、「プライベートでAI機能を
使っている」と答えたのは全体の

31.8%となり、AIが普段の生活
でぐっと身近になっているよう
だ。年代別に見ると、「時間効率
を高める」（57.0%）、「Chat
GPTを使用」（64.5%）、「プライ
ベートでAIを利用」（60.0%）と

いずれも10代のスコアが高く、AIとの
親和性の高さが感じられる。
　AIに対する考え方について、A or B
での回答に絞り自分の日常生活での
AIの浸透について聞くと、全体では「浸
透している」46.3%：「浸透してない」
53.8%だが、10代では71.0%が「浸透
している」と答えている。生産性につい
ては、全体の68.8%はAIの機能のおか
げで生産性が「上がった」と答えている
が、10代は78.5%、20代は75.5%と8
割近くになっている。また、AIによって
自分の存在意義に「疑問を感じる」は
全体で43.1%だが、10代は61.5%と
多くなっている。AIが身近なだけに疑
問を感じることも多いのかもしれない。
　AIの利活用が加速する今の社会に
おいて、人間らしい時間とはどのような
ものと思うか自由回答にしてみると、AI
により自分の幸福度が上がると答えた
若い年代からは、「誰でも行えることは
AIに任せればいい。友達との時間や家
族との時間はAIでは代えが利かない」
（男性20代）、「AIに基礎的なものを
やってもらって、人が具体的なものへと
作り上げる。AIを頼りながらも、絶対に
人間にしかできないことがある。人との
関わりを大事に自分の経験を高めてい
く時間」（女性10代）といった意見が寄
せられた。AIにできることはAIに任せ
て時間の効率化を図り、そこで生まれ

た貴重な時間を人にしかできないこと
に有効的に活用する、そのことがAI時
代の人間らしい時間の使い方と認識さ
れているようだ。

　調査結果について「時間学」が専門
の一川誠氏（千葉大学大学院人文科
学研究院教授）は、2024年はコロナ禍
が収束して「やったー！」という感じ
だったが、今年はそんな浮かれた気持
ちも落ち着き、いつものばたばたした毎
日で、ぼうっとしたいという願望が高く
なっているよう。そんな2025年だが、今
回の調査を見て、若い年代のポジティ
ブさと中高年代のネガティブさの対比
が気になった。学生たちを見ても感じ
るが、就職活動で売り手市場なことも
あり、若い年代は将来に対して前向き。
AIなど新しい技術が登場し社会が大
きく変わることも、自分たちにとっては
プラスの追い風と捉えているようだ。一
方、40代・50代は、将来に対し不安を
感じている。就職氷河期世代の40代
は、経済的な影響が今でも大きいとい
われるが、その40代より50代の方がよ
り悲観的だ。彼らは高度経済成長の良
い時代を子どもの頃から知ってはいる
ものの、自分たちはバブル崩壊後に就
職、これまでの良かった時代がどんど
ん失われ、確実だと思っていたことが
不確実になっていく、その過程を体験
しているから、将来を悲観的に捉えが
ちなのではないか。さらに定年延長や
老後2000万円問題が叫ばれ、人生の
ゴールポストを勝手にずらされたように
感じてしまう。手本とすべきロールモデ
ルもないまま、いつまで働けばいいの
か、でも働かないと先が見えない、と強
く不安を感じるのが50代。40代はまだ
定年を実感しないのでその辺りの不安
はやや低く、逆に60代は現役をやり
切った余裕があるので、世の中をポジ
ティブに捉えることができるのかもしれ
ない、と回答している。
　「セイコー時間白書」の詳細は、
https://www.seiko.co.jp/csr/st-
da/archive/2025/　で確認を。

人生100年、長寿化時代の時間の捉え方
タイパのAI活用における多様な実態

　一般社団法人日本ラ
ボラトリーグロウンダイヤ
モンド協会（代表理事：伊
藤拓也）は、IGI（Interna-
tional Gemological In-
s t i t u te）とのパートナー
シップのもと、日本初となる
「IGIラボグロウンダイヤモ
ンド・プロフェッショナルト
レーニング」を開催する。

　同トレーニングは、8月7
日（木）・8日（金）の2日間
に集中型で行われ、IGIの
正式なトレーニングを日本
語で受講できる初の機会
となる。IGIの専門講師に
よる講義内容を、すべて日
本語で丁寧に解説するの
で、語学の壁を感じること
なく世界基準の知識を学
ぶことができる。

　プログラムは、天然ダイヤモンドを含
む基礎知識から、ラボグロウンダイヤ
モンドの最先端生産技術、鑑別方法、
グレーディング、改変処理、市場動向
に至るまで、業界に必要な情報を網
羅。修了者にはIGIより公式修了証が
発行され、専門性の証明、企業やブラ
ンドの信頼の証明として活用できると
いう。
　同講座はダ
イヤモンド・
ジュエリー業
界全体の関
係者を対象と
している。ラボ

グロウンダイヤモンドの
知識はもはやダイヤモ

ンドジュエリーを扱う全て
の企業にとって必要不可
欠な時代になりつつある。
実際、日本国内でもラボグ
ロウンダイヤモンドを取り
扱う企業やブランドは増加
傾向にあり、消費者の認知
も高まりつつある。そうした
なかで、正確な知識と対応
力はどの企業にとっても消
費者の信頼獲得に直結す
る重要な要素だ。そのた
め、このトレーニングコース
はラボグロウンダイヤモンド
を取り扱う企業はもちろ
ん、ラボグロウンダイヤモン
ドの知識を得たい天然ダイ
ヤモンド企業、ジュエリーブ
ランド、個人事業主など

様々な参加者を募集している。

　▼一般社団法人日本ラボラトリーグ
ロウンダイヤモンド協会は、日本国内に
おけるラボグロウンダイヤモンドの正し
い理解と消費者からの信頼構築を目
的として活動しており、同トレーニング
はその取り組みの一環となっている。
本トレーニングは、今後の業界におい
て必要不可欠となる知識を短期間で
習得できる大変貴重な機会と言える。

　■開催概要、申込は以下URL、又
はQRコードより
https://www.-
jlgda.org/igi-
training

＊4面関連

I
G
I
ラ
ボ
グ
ロ
ウ
ン
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・

プ
ロ
フェッ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

〜 

世
界
基
準
の
知
識
を
2
日
間
で
習
得 

〜

日本初開催！
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